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私
は
明
治
四
十
三
年
四
月
の
『
藝
文
』
に
、
「
西
安
府
の
大
秦
景
教

　
　
　
　
流
行
中
國
碑
』
と
い
ふ
論
文
を
發
表
し
た
。
そ
の
の
ち
大
正
十
二
年

　
　
　
　
の
六
月
に
、
景
教
碑
の
模
型
の
京
都
帝
國
大
學
到
着
を
記
念
す
べ
く

　
　
　
　
開
か
れ
た
史
學
研
究
會
で
、
「
大
秦
景
教
流
行
中
國
碑
に
就
き
て
」

　
　
　
　
と
題
す
る
講
演
を
し
た
。
茲
に
掲
ぐ
る
論
文
は
、
さ
き
の
論
文
と
講

　
　
　
　
演
と
を
一
纏
め
に
し
て
、
新
に
作
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
茲
に
紹
介
す
る
景
教
碑
、
詳
し
く
い
へ
ば
大
秦
景
教
流
行
中
國
碑
は
、
唐
時

代
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
當
時
支
那
に
流
行
し
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一

派
の
ネ
ス
ト
ル
（N

estor

）
教
に
關
す
る
古
碑
で
、
今
日
猶
ほ
支
那
の
陝
西
省

の
西
安
府
（
民
國
の
關
中
道
長
安
縣
）
に
現
存
し
て
居
る
。
ネ
ス
ト
ル
教
は
、

支
那
で
普
通
に
景
教
と
稱
せ
ら
れ
た
が
、
又
ミ
シ
ア
（M

issiah 

救
世
主
の
意

味
）
教
と
も
稱
せ
ら
れ
た
。
支
那
の
記
録
に
は
ミ
シ
ア
と
い
ふ
言
葉
に
、
彌
尸

訶
（
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
）
、
彌
施
訶
（
大
秦
景
教
流
行
中
國
碑
）
ま
た

は
彌
失
訶
（
『
佛
祖
歴
代
通
載
』
）
な
ど
の
漢
字
を
充
て
て
居
る
。
支
那
に
は

こ
の
景
教
碑
の
外
に
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
に
關
す
る
古
碑
も
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
に

關
す
る
古
碑
も
あ
る
。
さ
れ
ど
こ
の
景
教
碑
は
、
年
代
の
古
い
點
か
ら
觀
て
も
、

内
容
の
豐
富
な
る
點
か
ら
觀
て
も
、
文
章
や
文
字
の
優
秀
な
點
か
ら
觀
て
も
、

す
べ
て
の
點
に
於
て
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
關
係
の
古
碑
や
、
ユ
ダ
ヤ
教
關
係
の
古

碑
に
卓
越
し
て
居
る
。

　
兔
に
角
古
代
の
キ
リ
ス
ト
教
關
係
の
古
碑
と
い
ふ
の
で
、
早
く
か
ら
世
界
の

注
意
を
惹
き
、
あ
ら
ゆ
る
支
那
の
古
碑
中
で
も
、
一
番
世
界
的
に
有
名
と
な
つ

て
居
る
。
明
末
に
發
掘
さ
れ
て
以
來
、
今
日
ま
で
こ
の
古
碑
の
歴
史
や
解
釋
に

關
す
る
著
書
や
論
文
は
、
殆
ど
汗
牛
充
棟
と
い
ふ
有
樣
で
、
歐
米
方
面
の
文
獻

は
、
大
略
ヘ
レ
ル
（H

eller

）
の
『
西
安
府
の
ネ
ス
ト
ル
教
碑
』
に
紹
介
さ
れ

て
居
り
（
１
）
、
コ
ル
ヂ
エ
（C

ordier

）
の
『
支
那
書
史
』
に
は
、
一
層
網

羅
さ
れ
て
居
る
（
２
）
。
支
那
方
面
の
文
獻
は
、
清
の
楊
榮
※
の
『
景
教
碑
文

紀
事
攷
正
』
と
、
ワ
イ
リ
（W

ylie

）
の
「
西
安
府
の
ネ
ス
ト
ル
教
碑
」
と
い

ふ
論
文
中
に
備
つ
て
居
る
（
３
）
。
か
く
關
係
の
著
書
や
論
文
の
多
い
の
は
、

畢
竟
こ
の
景
教
碑
が
世
間
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
居
る
一
の
證
據
と
思
ふ
。

　
抑
〻
景
教
即
ち
ネ
ス
ト
ル
教
と
は
、
西
暦
五
世
紀
の
初
半
に
出
た
ネ
ス
ト
リ

ウ
ス
（N

estorius

）
の
唱
へ
出
し
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派
で
あ
る
。
ネ
ス
ト

リ
ウ
ス
は
三
位
一
體
に
關
し
て
、
新
し
い
見
解
を
主
張
し
た
。
彼
の
主
張
に
據

る
と
、
キ
リ
ス
ト
は
神
性
を
具
へ
た
一
個
の
人
間
に
過
ぎ
ぬ
。
從
つ
て
キ
リ
ス

ト
の
母
の
マ
リ
ア
を
、
從
來
の
如
く Theotokos

（
神
の
母
）
と
稱
す
る
の
を

排
し
て
、C

hristotokos

（
キ
リ
ス
ト
の
母
）
と
稱
す
べ
し
と
主
張
す
る
（
４

）
。
西
暦
四
百
三
十
一
年
に
開
か
れ
た
、
エ
フ
ェ
ス
ス
（Ephesus

）
の
宗
教

會
議
で
、
こ
の
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
の
見
解
は
異
端
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
。
さ
れ
ど

こ
の
新
説
は
、
西
ア
ジ
ア
地
方
に
流
行
し
、
つ
い
で
中
央
ア
ジ
ア
に
も
傳
播
し

た
（
５
）
。
唐
が
支
那
を
統
一
し
て
後
ち
、
塞
外
經
略
に
手
を
着
け
、
そ
の
國

威
が
西
域
に
振
ふ
と
、
そ
の
太
宗
の
貞
觀
九
年
（
西
暦
六
三
五
）
に
、
阿
羅
本

と
い
ふ
者
が
始
め
て
景
教
を
支
那
に
傳
へ
た
。
爾
來
景
教
の
法
運
は
次
第
に
隆

興
し
た
が
、
太
宗
の
六
世
の
孫
に
當
る
徳
宗
の
建
中
二
年
（
西
暦
七
八
一
）
に
、

當
時
の
國
都
長
安
に
在
つ
た
、
大
秦
寺
と
稱
す
る
ネ
ス
ト
ル
教
の
寺
院
の
僧
の

景
淨
、
洋
名
を
ア
ダ
ム
（A

dam

）
と
い
ふ
も
の
が
、
同
じ
く
ネ
ス
ト
ル
教
の

信
者
か
、
若
く
ば
僧
侶
で
、
西
暦
八
世
紀
の
後
半
に
、
中
央
ア
ジ
ア
の
王
舍
城
、

即
ち
バ
ル
ク
（B

alkh

）
か
ら
來
て
、
唐
に
登
庸
さ
れ
て
、
光
禄
大
夫
・
朔
方

節
度
副
使
・
試
殿
中
監
に
出
世
し
た
、
伊
斯
（
洋
名
イ
ザ
ド
ブ
ジ
ド Izadbuzi

d ?

）
と
い
ふ
人
の
出
資
に
よ
つ
て
、
こ
の
記
念
碑
を
建
て
（
６
）
、
ネ
ス
ト
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ル
教
の
教
義
や
、
そ
の
支
那
傳
來
の
歴
史
を
書
き
誌
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
碑
は
黒
色
の
石
灰
石
よ
り
成
り
、
そ
の
高
さ
は
臺
の
龜
趺
を
除
い
て
、
約
九

フ
イ
ト
、
幅
は
平
均
三
フ
イ
ト
四
イ
ン
チ
、
厚
さ
約
十
一
イ
ン
チ
と
い
ふ
。
碑

面
に
は
三
十
二
行
、
毎
行
六
十
二
字
、
す
べ
て
約
千
九
百
字
の
漢
字
が
刻
さ
れ

て
あ
る
。
漢
字
の
外
に
エ
ス
ト
ラ
ン
ゲ
ロ
（Estrangelo

）
と
呼
ば
れ
る
、
當

時
主
と
し
て
傳
道
の
場
合
に
使
用
さ
れ
た
、
古
體
の
シ
リ
ア
文
字
が
若
干
刻
さ

れ
て
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ア
文
字
は
、
大
體
に
於
て
景
教
に
關
係
あ
る
僧
侶
約
七

十
人
の
名
を
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
大
部
分
に
は
之
に
相
當
す
る
漢
名
を
添
へ

て
あ
る
。

　
碑
に
刻
さ
れ
た
漢
文
の
解
釋
は
、
可
な
り
六
ヶ
敷
い
。
今
か
ら
二
十
餘
年
前

に
、
上
海
在
住
の
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
派
の
宣
教
師
の
ア
ヴ
レ
（H

avret

）
が
公
に

し
た
碑
文
の
解
釋
は
、
尤
も
傑
出
し
て
居
る
が
（
７
）
、
そ
れ
は
未
完
成
で
も

あ
り
、
又
不
十
分
の
點
が
な
い
で
も
な
い
。
併
し
大
體
か
ら
見
渡
し
て
、
こ
の

碑
文
の
内
容
は
、
次
の
如
き
四
段
の
順
序
に
な
つ
て
居
る
。

（
第
一
）
　
天
地
創
成
の
こ
と
、
原
人
が
罪
の
人
と
な
る
次
第
、
及
び
キ
リ
ス

ト
の
降
誕
を
述
べ
た
も
の
。

（
第
二
）
　
唐
の
太
宗
の
時
、
阿
羅
本
が
景
教
の
經
像
を
齎
ら
し
て
長
安
に
來

朝
し
た
こ
と
、
太
宗
は
之
を
容
れ
、
長
安
の
義
寧
坊
に
大
秦
寺
を
建
て
て
、
僧

二
十
一
人
を
度
せ
し
こ
と
、
次
の
高
宗
は
天
下
の
諸
地
方
に
景
教
の
寺
院
を
増

置
し
た
こ
と
、
則
天
武
后
時
代
か
ら
睿
宗
時
代
に
か
け
て
、
景
教
の
法
運
や
や

不
振
に
陷
つ
た
こ
と
、
玄
宗
時
代
に
景
教
は
再
び
唐
室
の
保
護
を
受
け
て
、
法

運
振
興
し
た
こ
と
、
次
の
肅
宗
・
代
宗
・
徳
宗
三
代
を
通
じ
て
、
法
運
の
益
〻

隆
昌
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
。

（
第
三
）
　
こ
の
記
念
碑
建
設
の
費
用
を
喜
捨
し
た
、
伊
斯
の
徳
行
を
敍
し
た

も
の
。

（
第
四
）
　
韻
文
で
上
來
三
段
の
記
事
と
、
略
同
樣
の
こ
と
を
頌
し
た
も
の
。

さ
れ
ど
碑
文
の
解
釋
は
、
今
日
の
講
演
の
目
的
で
な
い
。
今
日
の
講
演
の
目
的

は
、
景
教
碑
の
來
歴
を
紹
介
す
る
に
在
る
。

　
さ
て
こ
の
景
教
碑
の
建
設
の
後
ち
六
十
年
許
り
で
、
徳
宗
の
玄
孫
に
當
る
武

宗
の
時
代
と
な
る
。
武
宗
は
所
謂
三
武
の
一
人
で
、
道
教
を
崇
信
す
る
餘
り
、

佛
教
を
始
め
諸
外
教
に
對
し
て
激
烈
な
壓
制
を
加
へ
、
そ
の
會
昌
五
年
（
西
暦

八
四
五
）
に
は
、
ネ
ス
ト
ル
教
及
び
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
（Zarathustra

）
教
（
祆

教
）
の
僧
侶
を
併
せ
て
、
二
千
餘
人
或
は
三
千
餘
人
を
還
俗
せ
し
め
、
外
國
出

身
の
僧
侶
は
、
多
く
そ
の
本
國
へ
送
還
さ
せ
た
。
多
分
こ
の
時
に
、
義
寧
坊
に

在
つ
た
大
秦
寺
も
廢
毀
せ
ら
れ
、
そ
の
境
内
に
建
立
さ
れ
た
筈
の
景
教
碑
も
打

ち
倒
さ
れ
た
も
の
か
と
想
ふ
。
勿
論
當
時
の
記
録
に
、
景
教
碑
の
打
ち
倒
さ
れ

た
事
實
や
年
代
が
明
記
さ
れ
て
は
な
い
が
、
し
か
く
想
像
す
る
よ
り
外
に
、
適

當
な
解
釋
を
下
す
こ
と
が
出
來
ぬ
の
で
あ
る
。
支
那
で
は
通
例
古
碑
の
刻
字
は
、

天
然
や
人
爲
の
種
々
の
事
由
に
よ
つ
て
、
磨
滅
毀
損
を
受
け
る
筈
で
あ
る
が
、

こ
の
景
教
碑
の
み
は
、
不
思
議
に
碑
面
の
字
畫
に
格
別
の
損
滅
が
な
い
。
こ
は

こ
の
碑
の
建
立
後
、
久
し
か
ら
ず
し
て
地
下
に
埋
沒
し
て
、
天
然
や
人
爲
の
損

滅
か
ら
保
護
さ
れ
た
結
果
と
認
め
ら
れ
、
上
述
の
想
像
の
蓋
然
性
を
裏
書
す
る

樣
で
あ
る
。
兔
に
角
宋
・
元
時
代
の
記
録
を
通
じ
て
、
こ
の
景
教
碑
の
こ
と
が

一
切
見
當
ら
ぬ
。

　
所
が
明
末
に
な
つ
て
、
西
暦
十
七
世
紀
の
初
半
に
、
偶
然
の
出
來
事
で
、
こ

の
景
教
碑
が
土
中
か
ら
發
掘
さ
れ
て
、
世
間
に
現
は
れ
て
來
た
。
こ
の
古
碑
出

土
の
状
況
を
、
尤
も
早
く
尤
も
詳
し
く
世
間
に
通
告
し
た
、
セ
メ
ド
（Sem

ed

o

）
と
い
ふ
宣
教
師
の
作
つ
た
『
支
那
通
史
』
に
は
、
大
要
左
の
如
く
記
載
し

て
あ
る
（
８
）
。

　
　
千
六
百
二
十
五
年
（
明
の
天
啓
五
年
）
に
、
陝
西
省
の
首
府
の
西
安
府
の
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附
近
で
、
支
那
職
工
達
が
建
物
を
新
築
す
る
爲
に
、
礎
石
を
置
く
目
的
で
、

　
　
地
面
を
掘
り
下
げ
た
。
所
が
彼
等
は
｛
偶
然
｝
一
石
碑
を
掘
り
當
て
た
。

　
　
｛
碑
の
｝
長
さ
は
九em

pan

（
手
尺
）
以
上
、
寛
さ
は
四 em

pan 

以
上
、

　
　
厚
さ
は
一 em

pan 

以
上
に
及
ぶ
。
碑
の
頭
部
に
當
る
べ
き
一
端
は
、
ピ

　
　
ラ
ミ
ッ
ド
形
を
な
し
て
居
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
寛
さ
は
、
底
部
で
一em

p

　
　an 

以
上
、
高
さ
は
二 em

pan 

以
上
あ
つ
て
、
そ
の
表
面
に
見
事
な
る
十

　
　
字
架
が
刻
ま
れ
て
、
そ
の
形
は
｛
印
度
の
｝
メ
リ
ア
プ
ォ
ル
（M

eliapor

）

　
　
町
に
在
る
、
聖
ト
ー
マ
ス
（St. Thom

as

）
の
墓
の
彫
刻
の
そ
れ
に
よ
く

　
　
類
似
し
て
居
る
。
十
字
架
は
雲
形
｛
の
彫
刻
｝
に
圍
ま
れ
、
そ
の
下
層
に

　
　
は
三
行
に
、
各
行
三
個
の
大
漢
字
が
刻
ま
れ
て
あ
る
。
こ
の
漢
字
は
支
那

　
　
に
一
般
に
通
用
の
も
の
で
、
極
め
て
明
瞭
に
刻
ま
れ
て
あ
る
。
碑
の
全
面

　
　
に
も
同
種
類
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
則
面
に
も
文
字
は
刻
ま
れ
て
あ
る
が
、

　
　
そ
れ
は
種
類
の
異
つ
た
外
國
字
で
、
誰
人
も
讀
む
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
　
こ
の
注
意
す
べ
き
古
碑
が
出
土
す
る
と
、
職
工
達
は
直
に
そ
の
由
を
官
衙

　
　
に
上
申
し
た
。
知
府
が
現
場
に
出
馬
し
て
、
古
碑
を
檢
閲
し
た
後
ち
、
之

　
　
を
見
事
な
土
臺
の
上
に
安
置
し
、
風
雨
の
迫
害
を
保
護
し
、
同
時
に
諸
人

　
　
の
觀
覽
を
自
由
に
す
べ
く
、
碑
の
上
に
碑
亭
を
構
へ
た
。
珍
奇
な
古
碑
の

　
　
出
土
の
評
判
が
四
方
に
擴
ま
る
と
、
そ
の
古
碑
を
見
物
す
べ
く
、
澤
山
の

　
　
人
々
が
雲
集
し
た
。
丁
度
こ
の
頃
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
可
な
り
支
那
人
の

　
　
間
に
知
ら
れ
て
居
つ
た
か
ら
、
｛
キ
リ
ス
ト
教
に
關
す
る
若
干
の
知
識
を

　
　
有
す
る
｝
さ
る
紳
士
は
、
こ
の
古
碑
を
見
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
關
係
あ
る

　
　
も
の
と
推
測
し
て
、
｛
浙
江
省
の
｝
杭
州
府
に
在
住
す
る
彼
の
友
人
で
、

　
　
教
名
を Leo

｛n

｝
と
い
ふ
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
官
吏
の
手
許
へ
、
そ

　
　
の
碑
拓
一
枚
を
送
り
屆
け
た
。
こ
の
碑
拓
は
、
當
時
杭
州
府
在
住
の
宣
教

　
　
師
達
に
、
想
像
以
上
の
大
な
る
歡
喜
を
齎
ら
し
た
。

　
こ
の
セ
メ
ド
は
漢
名
を
魯
徳
照
と
い
ふ
。
彼
は
西
暦
千
六
百
二
十
八
年
に
西

安
に
出
掛
け
、
實
地
に
就
い
て
熱
心
に
景
教
碑
を
研
究
し
た
人
で
あ
る
。
當
時

支
那
在
留
の
宣
教
師
の
中
で
、
ト
リ
ゴ
オ
ル
ト
（N

icholas Trigault 

金
尼
閣
）

を
除
け
ば
、
尤
も
早
く
景
教
碑
の
實
物
を
親
覩
し
た
人
で
あ
る
か
ら
信
用
も
厚

く
、
從
つ
て
歐
米
の
學
界
で
は
、
景
教
碑
出
土
の
状
況
に
關
し
て
は
、
セ
メ
ド

の
記
事
が
權
威
と
認
め
ら
れ
て
、
こ
れ
に
異
議
を
挾
む
者
が
尠
い
。
さ
れ
ど
セ

メ
ド
の
記
事
以
外
に
、
こ
の
古
碑
の
出
土
の
場
所
や
事
情
や
年
代
に
就
い
て
、

異
説
が
な
い
で
も
な
い
。
出
土
の
事
情
の
異
同
は
些
事
で
、
格
別
考
慮
す
る
に

足
ら
ぬ
が
、
場
所
や
年
代
の
異
同
は
、
一
應
の
査
覈
を
要
す
る
。
先
づ
出
土
年

代
に
關
し
て
は
、
セ
メ
ド
の
所
傳
以
外
に
、
少
く
と
も
左
の
三
異
説
が
あ
る
。

（
第
一
）
　
清
初
の
錢
謙
益
の
景
教
考
（
『
牧
齋
有
學
集
』
卷
四
十
四
所
收
）

　
　
多
く
の
學
者
は
ワ
イ
リ
や
ア
ヴ
レ
さ
へ
も
、
こ
の
錢
謙
益
を
錢
大
昕
と
間

違
へ
て
居
る
　
　
に
は
、
明
の
萬
暦
年
間
（
西
暦
一
五
七
三
年
乃
至
一
六
二
〇

年
）
に
、
長
安
の
住
民
が
地
を
鋤
く
間
に
、
偶
然
こ
の
碑
を
發
掘
し
た
と
記
し

て
あ
る
（
９
）
。

（
第
二
）
　
清
初
の
林
侗
の
『
來
齋
金
石
考
略
』
卷
下
に
は
、
明
の
崇
禎
年
間

（
西
暦
一
六
二
八
年
乃
至
一
六
四
四
年
）
に
、
長
安
在
住
の
官
吏
が
、
そ
の
幼

童
の
死
骸
を
埋
葬
す
べ
く
、
長
安
の
崇
仁
寺
（
金
勝
寺
）
附
近
の
地
を
掘
り
下

げ
て
、
こ
の
古
碑
を
發
見
し
た
と
傳
へ
て
居
る
。

（
第
三
）
　
明
末
の
陽
瑪
諾
の
『
唐
景
教
碑
頌
正
詮
』
の
序
に
は
、
こ
の
碑
の

發
掘
の
次
第
を
述
べ
て
、

　
　
大
明
天
啓
三
年
（
西
暦
一
六
二
三
）
關
中
官
命
啓
土
。
于
敗
墻
下
獲
之
。

と
記
し
て
あ
る
。

　
以
上
三
説
の
中
、
第
一
第
二
の
所
傳
は
、
年
代
も
漠
然
で
、
採
る
に
足
ら
ぬ

が
、
獨
り
第
三
の
陽
瑪
諾
の
所
傳
の
み
は
、
幾
分
の
注
意
を
價
す
る
。
陽
瑪
諾
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は
洋
名
を
デ
ィ
ア
ズ
（Em

m
anuelD

iaz

）
と
い
ひ
、
景
教
碑
出
土
の
當
時
、

浙
江
省
杭
州
府
に
居
つ
て
、
宣
教
師
の
中
で
は
、
尤
も
早
く
こ
の
碑
の
拓
本
を

見
得
た
一
人
で
あ
る
。
彼
は
明
の
崇
禎
十
七
年
（
西
暦
一
六
四
四
）
に
、
漢
文

で
景
教
碑
を
解
釋
し
て
、
『
唐
景
教
碑
頌
正
詮
』
と
名
づ
け
、
杭
州
府
の
天
主

堂
で
出
版
し
た
が
、
そ
の
序
文
に
上
述
の
如
く
、
景
教
碑
出
土
の
年
代
を
天
啓

三
年
と
明
記
し
て
あ
る
。
こ
の
三
年
は
或
は
五
年
の
訛
か
と
も
疑
は
れ
る
が
、

併
し
當
時
耶
蘇
會
の
出
版
は
鄭
重
を
極
め
、
必
三
次
看
詳
、
允
付
梓
と
あ
つ
て
、

實
際
こ
の
『
唐
景
教
碑
頌
正
詮
』
　
　
私
の
手
許
に
あ
る
の
は
、
光
緒
四
年
の

重
鐫
で
は
あ
る
が
　
　
も
、
陽
瑪
諾
の
同
會
の
フ
ェ
ル
レ
ー
ラ
（G

asparFerr

eira

費
奇
規
）
、
ア
レ
ニ
（JuliusA

leni
艾
儒
略
）
、
モ
ン
テ
ー
ロ
（Johann

esM
onteiro

孟
儒
望
）
の
訂
閲
を
經
て
出
版
し
た
も
の
で
、
容
易
に
差
誤
あ

る
べ
し
と
は
思
は
れ
ぬ
。

　
尚
ほ
又
明
の
李
之
藻
の
「
讀
景
教
碑
書
後
」
と
い
ふ
一
篇
が
あ
る
。
こ
は

『
唐
景
教
碑
頌
正
詮
』
の
中
に
も
、
『
方
外
焚
書
』
な
ど
の
中
に
も
載
せ
ら
れ

て
居
る
。
こ
の
李
之
藻
は
、
か
の
有
名
な
る
徐
光
啓
と
相
並
ん
で
、
當
時
の
耶

蘇
信
徒
中
の
大
立
者
で
あ
つ
た
。
彼
の
教
名
をLeon

と
い
ひ
、
當
時
の
洋
人

の
記
録
に
は
、Leon

Li

と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
上
に
紹
介
し
た
セ
メ
ド
の

記
事
に
、
杭
州
府
在
住
の
官
吏
で
教
名Leo

｛n

｝
と
あ
る
の
は
、
即
ち
こ
の

李
之
藻
で
あ
る
。
彼
の
讀
景
教
碑
書
後
に
、

　
　
廬
居
靈
竺
間
（
杭
州
府
の
靈
隱
寺
と
天
竺
寺
を
い
ふ
）
。
岐
陽
同
志
張
賡

　
　
虞
惠
寄
唐
碑
一
幅
。
曰
邇
者






長
安
中
掘
地
所
得
。
名
曰
景
教
流
行
中
國
碑

　
　
頌
。
此
教
未
之
前
聞
。
其
即
利
氏
西
泰
（
利
馬
竇
）
所
傳
聖
教
乎
。
余
讀

　
　
之
良
然
。

と
書
い
て
あ
る
。

　
こ
の
張
賡
虞
は
教
名
をPaul

と
い
ひ
、
洋
人
の
記
録
に
は
普
通
にPaulTs

hang

と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
岐
陽
の
産
と
い
へ
ば
、
陝
西
省
鳳
翔
府
管
下

の
人
と
見
え
る
。
彼
は
そ
の
以
前
に
、
北
京
で
利
馬
竇
に
も
面
會
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
に
就
い
て
の
智
識
を
も
つ
て
居
つ
た
。
景
教
碑
出
土
の
噂
が
四
方
に
傳

る
と
、
彼
は
親
し
く
西
安
に
出
掛
け
て
、
こ
の
古
碑
を
檢
閲
し
た
。
當
時
陝
西

に
は
一
人
の
宣
教
師
も
滯
在
せ
な
か
つ
た
故
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
に
關
係
あ
る

人
々
の
中
で
、
尤
も
早
く
景
教
碑
の
實
物
を
親
覩
し
た
人
で
あ
る
。
セ
メ
ド
の

『
支
那
通
史
』
の
記
事
中
に
見
え
る
、
キ
リ
ス
ト
教
に
關
す
る
智
識
を
有
す
る

或
る
紳
士
と
は
、
畢
竟
こ
の
張
賡
虞
を
指
す
の
で
あ
る
。
張
賡
虞
は
已
に
紹
介

せ
る
如
く
、
景
教
碑
の
拓
本
を
と
つ
て
、
杭
州
府
の
李
之
藻
の
手
許
に
寄
送
し

た
。
李
之
藻
の
讀
景
教
碑
書
後
の
終
末
に
、

　
　
天
啓
五
年
歳
在
※
蒙
赤
奮
若
。
日
纏
參
初
度
。
涼
菴
居
士
李
我
存
。
盥
手

　
　
謹
識
。

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
は
天
啓
五
年
（
西
暦
一
六
二
五
）
乙
丑
の
歳
の
陰
暦
四

月
十
六
日
（
陽
暦
の
五
月
二
十
一
日
）
に
書
か
れ
た
こ
と
疑
を
容
れ
ぬ
（10

）
。

　
さ
て
鳳
翔
府
と
杭
州
府
と
は
、
相
距
る
こ
と
約
三
千
五
百
支
那
里
で
あ
る
。

支
那
の
如
き
交
通
や
報
道
の
機
關
の
不
十
分
な
状
態
の
下
に
、
張
〻
西
安
に
出

掛
け
て
、
景
教
碑
の
拓
本
を
手
に
し
た
の
は
、
勿
論
そ
の
碑
の
出
土
後
、
相
當

の
時
日
を
經
過
し
た
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。
そ
の
拓
本
を
水
陸
三
千
幾
百
里
を

隔
つ
る
杭
州
府
ま
で
送
寄
す
る
に
は
、
必
ず
多
大
の
時
日
を
要
す
る
。
現
に
セ

メ
ド
は
、
西
安
杭
州
間
を
一
ヶ
月
半
の
行
程
と
記
し
て
居
る
。
然
も
そ
の
拓
本

の
杭
州
に
到
着
し
た
の
は
、
天
啓
五
年
の
四
月
で
あ
つ
た
。
此
等
の
事
情
を
綜

合
し
て
考
一
考
す
る
と
、
景
教
碑
の
出
土
は
、
後
く
も
天
啓
五
年
の
早
春
か
、

若
く
ば
そ
の
一
二
年
以
前
か
も
知
れ
ぬ
。
從
つ
て
陽
瑪
諾
の
天
啓
三
年
説
も
、

一
概
に
否
定
し
難
い
樣
に
思
ふ
。
併
し
こ
は
重
大
な
る
問
題
で
、
輕
々
に
は
論

斷
を
下
し
難
い
。
私
は
單
に
一
つ
の
疑
問
と
い
ふ
に
止
め
る
。
序
な
が
ら
私
が

6大秦景教流行中國碑に就いて



こ
の
疑
問
を
『
藝
文
』
に
發
表
し
た
數
年
の
後
ち
、
さ
き
に
紹
介
し
た
宣
教
師

の
ア
ヴ
レ
の
『
西
安
府
の
キ
リ
ス
ト
教
碑
』
を
閲
讀
し
た
所
が
、
ア
ヴ
レ
も
亦

こ
の
點
に
就
い
て
は
、
私
と
略
所
見
を
同
く
せ
る
こ
と
を
發
見
し
て
（11

）
、

頗
る
我
が
意
を
強
く
し
得
た
こ
と
を
、
茲
に
附
記
し
て
置
く
。

　
次
に
景
教
碑
出
土
の
場
所
に
就
い
て
は
、
西
安
の
外
に
※
。
近
時
で
は
景
教

碑
の
研
究
者
と
し
て
、
尤
も
著
聞
し
て
居
る
例
の
ア
ヴ
レ
が
、
こ
の
説
の
熱
心

な
る
支
持
者
で
、
そ
の
ア
ヴ
レ
の
影
響
を
受
け
た
、
英
國
の
宣
教
師
の
モ
ウ
ル

（M
oule

）
や
（13

）
、
我
が
佐
伯
好
郎
氏
な
ど
も
（14

）
、
同
樣
に
こ
の
説

を
主
張
し
て
居
る
が
、
到
底
成
立
し
難
い
と
思
ふ
。
左
に
簡
單
に
そ
の
理
由
を

述
べ
る
。

（
第
一
）
　
こ
の
景
教
碑
文
を
作
つ
た
大
秦
寺
の
僧
景
淨
は
、
長
安
の
大
秦
寺

の
僧
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
こ
の
碑
の
施
主
又
は
建
設
者
で
あ
る
、
バ
ル

ク
（
王
舍
城
）
産
の
イ
ザ
ド
ブ
ジ
ド
（
伊
斯
？
）
は
、
長
安
の
大
秦
寺
の
司
祭

及
び
司
教
代
理
た
る
こ
と
は
、
碑
の
シ
リ
ア
文
に
明
記
し
て
あ
る
（15

）
。
景

淨
や
イ
ザ
ド
ブ
ジ
ド
の
關
係
か
ら
推
し
て
、
こ
の
碑
は
も
と
長
安
城
内
の
義
寧

坊
に
在
つ
た
大
秦
寺
の
境
内
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
※
※
地
方
に
建
設
さ
れ

た
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
第
二
）
　
唐
時
代
に
※
※
地
方
に
、
大
秦
寺
の
存
在
し
た
と
い
ふ
何
等
の
證

據
が
な
い
。
そ
の
※
※
地
方
に
、
景
教
碑
の
建
設
さ
れ
る
筈
が
な
い
で
は
な
い

か
。

（
第
三
）
　
も
と
長
安
に
建
設
さ
れ
た
景
教
碑
が
、
あ
る
時
代
に
※
※
に
移
轉

さ
れ
た
と
は
、
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
。
又
か
か
る
移
轉
説
を
可
能
な
ら
し
む
る
、

何
等
の
證
據
も
理
由
も
な
い
。

（
第
四
）
　
景
教
碑
を
尤
も
早
く
親
覩
し
た
張
賡
虞
も
セ
メ
ド
も
、
皆
景
教
碑

は
長
安
若
く
ば
長
安
附
近
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
明
記
し
て
、
※
※
の
出
土
を

傳
へ
て
居
ら
ぬ
。

（
第
五
）
　
景
教
碑
の
發
掘
さ
れ
た
、
又
同
時
に
安
置
さ
れ
た
西
安
の
西
郊
の

金
勝
寺
は
、
學
者
の
研
究
に
よ
る
と
、
正
し
く
唐
代
に
大
秦
寺
の
あ
つ
た
、
長

安
の
義
寧
坊
の
舊
址
に
當
る
（16

）
。

（
第
六
）
　
景
教
碑
が
※
※
地
方
か
ら
出
土
す
る
譯
は
、
萬
々
有
り
得
べ
か
ら

ざ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
假
に
一
部
の
人
達
の
信
ず
る
如
く
※
※
で
發
掘
さ
れ
て
、

西
安
に
移
轉
さ
れ
た
も
の
と
せ
ば
、
何
が
故
に
こ
の
碑
を
、
何
等
縁
故
の
な
か

る
べ
き
金
勝
寺
の
後
庭
へ
安
置
し
た
で
あ
ら
う
か
。
今
日
の
金
勝
寺
は
、
大
體

に
於
て
唐
代
の
大
秦
寺
の
所
在
地
に
該
當
す
る
が
、
そ
は
學
者
の
研
究
を
待
つ

て
始
め
て
知
ら
れ
た
こ
と
で
、
明
末
一
般
の
人
々
が
、
か
か
る
智
識
を
有
す
る

筈
が
な
い
。
漫
然
移
轉
さ
れ
た
景
教
碑
が
、
唐
代
の
大
秦
寺
の
舊
址
に
安
置
さ

れ
る
結
果
と
な
つ
た
と
は
、
餘
り
に
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
要
す
る
に
此
等
の
事
情
は
、
景
教
碑
の
※
※
出
土
説
を
不
可
能
な
ら
し
め
、

そ
の
反
對
に
、
長
安
出
土
説
の
確
實
を
保
證
す
る
も
の
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

即
ち
景
教
碑
は
そ
の
當
初
建
立
さ
れ
た
、
長
安
の
義
寧
坊
の
大
秦
寺
の
境
内
に

埋
沒
し
、
そ
の
大
秦
寺
の
舊
址
に
當
る
、
西
安
の
西
郊
の
金
勝
寺
の
境
内
か
ら

發
掘
さ
れ
、
大
體
に
於
て
終
始
そ
の
位
置
を
移
動
せ
ざ
り
し
も
の
と
斷
定
す
る

外
な
い
（17

）
。

　
さ
て
明
の
天
啓
五
年
の
初
期
頃
に
、
西
安
の
郊
外
で
、
景
教
碑
が
出
土
す
る

と
、
間
も
な
く
碑
文
の
洋
譯
が
出
來
た
。
最
初
に
出
來
た
の
は
、
西
暦
千
六
百

二
十
五
年
に
支
那
在
住
の
耶
蘇
會
士
の
手
に
成
つ
た
ラ
テ
ン
譯
で
あ
る
。
こ
は

多
分
ト
リ
ゴ
オ
ル
ト
の
譯
で
あ
ら
う
と
い
ふ
（18

）
。
そ
の
後
引
續
い
て
幾
多

の
譯
文
が
世
に
公
に
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ー
の
バ
ル
ト
リ
に
據
る
と
、
西
暦
千
六

百
六
十
二
年
頃
ま
で
に
、
少
く
と
も
三
ヶ
國
の
言
葉
で
書
か
れ
た
八
種
の
飜
譯

が
公
に
さ
れ
た
と
い
ふ
（19

）
。
中
に
就
い
て
尤
も
廣
く
世
間
に
影
響
し
た
の

7



は
、
セ
メ
ド
の
飜
譯
と
、
ボ
イ
ム
（M

ichelB
oym

卜
彌
格
）
の
飜
譯
と
で
あ

ら
う
。

　
セ
メ
ド
は
西
暦
千
六
百
二
十
八
年
に
、
西
安
で
景
教
碑
を
親
覩
し
た
後
ち
、

千
六
百
三
十
七
年
に
、
澳
門





か
ら
一
旦
歐
洲
に
歸
り
、
千
六
百
四
十
年
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
到
着
し
た
。
彼
の
有
名
な
『
支
那
通
史
』
は
、
千
六
百
四
十
一
年
に

マ
ド
リ
ッ
ド
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
彼
は
景
教
碑
の
實

際
に
就
い
て
、
よ
り
正
確
な
報
道
を
傳
へ
、
併
せ
て
こ
の
碑
の
譯
文
を
附
載
し

て
あ
る
。
こ
の
書
は
間
も
な
く
ス
ペ
イ
ン
語
・
イ
タ
リ
ー
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

英
語
に
譯
出
さ
れ
て
、
廣
く
世
界
に
讀
ま
れ
た
（20

）
。
そ
の
後
ち
約
十
年
を

經
て
、
ボ
イ
ム
は
明
の
使
命
を
帶
び
、
千
六
百
五
十
一
年
の
初
に
澳
門
を
出
發

し
、
そ
の
翌
五
十
二
年
の
末
に
イ
タ
リ
ー
に
着
し
た
。
こ
の
時
彼
が
ロ
ー
マ
教

皇
に
奉
呈
し
た
明
の
國
書
は
、
今
日
猶
ほ
教
皇
廰
に
保
存
さ
れ
て
居
る
（21

）
。

ボ
イ
ム
は
そ
の
ロ
ー
マ
滯
在
中
に
、
千
六
百
五
十
三
年
に
、
そ
の
齎
ら
し
往
い

た
景
教
碑
の
拓
本
に
つ
い
て
、
當
時
ロ
ー
マ
に
在
住
し
て
居
つ
た
、
教
名
を
ア

ン
ド
レ
ア
ス
（A

ndreas

）
、
マ
テ
ウ
ス
（M

atthaeus

）
と
い
ふ
二
人
の
支
那

人
の
助
力
を
得
て
、
碑
の
漢
文
を
ラ
テ
ン
語
に
譯
出
し
た
（22
）
。
か
の
キ
ル

ヘ
ル
ス
（K

ircherus

）
の
『
支
那
畫
報
』
に
收
載
さ
れ
て
あ
る
、
景
教
碑
の
譯

文
は
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。

　
景
教
碑
が
歐
洲
に
紹
介
さ
れ
る
と
、
早
く
そ
の
當
時
か
ら
碑
の
眞
僞
に
就
い

て
、
疑
惑
を
挾
む
者
が
あ
つ
た
（23

）
。
碑
文
の
廣
く
知
ら
る
る
に
從
ひ
、
之

に
對
す
る
一
部
の
學
者
の
疑
惑
は
益
〻
深
く
、
中
に
も
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ォ
ル
テ

ー
ル
（V

oltaire

）
の
如
き
は
、
全
く
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
派
の
宣
教
師
達
の
僞
作

で
あ
る
と
て
、
手
嚴
し
い
非
難
を
加
へ
て
居
る
。
十
九
世
紀
に
入
る
と
、
ド
イ

ツ
の
ノ
イ
マ
ン
（N

eum
ann,1850

）
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ナ
ン
（R

enan,185

5

）
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
（StanislasJulien,1855

）
の
如
き
（24

）
、
有
力
な
東

洋
學
者
が
、
景
教
碑
に
關
す
る
疑
惑
を
發
表
し
た
。
ル
ナ
ン
や
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、

特
に
景
教
碑
の
み
に
關
す
る
論
文
は
な
く
、
彼
等
の
意
見
は
別
の
題
目
の
著
書

の
中
に
附
記
さ
れ
て
居
る
の
み
で
あ
る
が
、
ノ
イ
マ
ン
は
「
西
安
の
僞
造
碑
」

と
題
す
る
論
文
を
、
『
ド
イ
ツ
東
洋
協
會
時
報
』
に
掲
載
し
て
居
る
（25

）
。

　
之
に
對
し
て
景
教
碑
の
辯
護
論
者
も
多
い
が
、
そ
の
中
で
尤
も
有
力
と
認
め

ら
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
オ
チ
エ
（Pauthier,1857

）
と
（26

）
、
英
國

の
ワ
イ
リ
（W

ylie,1854

）
と
で
あ
る
（27

）
。
ポ
ー
チ
エ
の
論
文
は
、
ノ
イ

マ
ン
、
ル
ナ
ン
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
諸
氏
の
疑
惑
に
對
し
て
、
有
力
な
辯
駁
を
加
へ

て
居
る
。
ワ
イ
リ
の
論
文
は
、
ポ
ー
チ
エ
程
論
爭
的
で
な
い
が
、
新
に
彼
の
試

み
た
尤
も
傑
出
し
た
景
教
碑
文
の
飜
譯
に
添
へ
て
、
彼
の
豐
富
な
る
支
那
學
の

智
識
を
傾
倒
し
て
、
支
那
の
金
石
學
者
の
所
説
を
利
用
し
て
、
こ
の
碑
の
僞
造

で
あ
り
得
ざ
る
こ
と
を
保
證
し
て
居
る
。
ワ
イ
リ
は
支
那
の
有
名
な
金
石
學
者
、

例
へ
ば
顧
炎
武
と
か
、
錢
大
昕
と
か
、
王
昶
と
か
い
ふ
人
達
の
、
こ
の
碑
に
關

す
る
考
證
を
紹
介
し
、
支
那
の
學
者
は
一
人
も
、
こ
の
碑
の
眞
物
た
る
こ
と
を

疑
ふ
者
が
な
い
と
い
ふ
事
實
を
指
摘
し
て
居
る
。
ワ
イ
リ
よ
り
三
十
年
餘
り
後

に
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
（O

xford

）
大
學
の
レ
ッ
グ
（Legge

）
も
、
そ
の

『
西
安
府
の
ネ
ス
ト
ル
教
碑
』
と
い
ふ
著
書
中
に
、
過
去
に
於
て
、
支
那
の
一

人
の
學
者
も
、
こ
の
碑
の
僞
物
た
る
こ
と
を
明
言
し
た
る
者
が
な
い
と
い
う
て

居
る
（28

）
。

　
さ
れ
ど
比
較
的
近
代
の
支
那
の
學
者
の
中
に
は
、
景
教
碑
の
僞
作
を
主
張
し

た
者
も
な
い
で
な
い
。
陶
保
廉
の
『
辛
卯
侍
行
記
』
に
載
せ
ら
れ
た
、
錢
潤
道

の
如
き
も
、
そ
の
一
人
で
、

　
　
此
碑
宋
人
金
石
書
未
著
録
。
…
…
似
明
人
僞
撰
、
託
爲
明
時
出
土
。

と
い
う
て
居
る
。
ま
た
『
皇
朝
經
世
文
編
初
續
』
中
に
收
め
て
あ
る
、
闕
名
氏

の
「
天
主
邪
教
入
中
國
攷
」
に
も
、
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且
僞
造
大
秦
景
教
流
行
碑
。
…
…
埋
西
安
府
城
外
、
佯
掘
之
。
以
證
其
教

由
來
之
久
。

と
記
し
て
あ
る
。
勿
論
此
の
如
き
は
稀
有
の
例
外
で
、
支
那
學
者
の
多
數
は
、

こ
の
碑
の
當
時
の
眞
物
た
る
こ
と
を
疑
は
ぬ
。
ワ
イ
リ
、
レ
ッ
グ
二
人
の
言
ふ

所
も
、
先
づ
正
當
と
認
め
て
よ
い
。

　
し
か
し
今
日
で
は
、
景
教
碑
の
眞
僞
な
ど
は
最
早
問
題
で
な
い
。
こ
の
碑
の

眞
物
た
る
こ
と
は
、
何
等
の
疑
惑
を
容
れ
ぬ
。

（
一
）
こ
の
碑
文
の
書
體
は
、
明
か
に
唐
時
代
の
も
の
で
、
明
時
代
に
僞
作
さ

れ
た
も
の
で
な
い
。

（
二
）
こ
の
碑
中
に
引
用
さ
れ
て
あ
る
、
唐
の
太
宗
の
貞
觀
十
二
年
（
西
暦
六

三
八
）
の
阿
羅
本
優
遇
の
詔
は
、
殆
ど
一
字
も
違
へ
ず
に
、
そ
の
儘
『
唐
會
要
』

卷
四
十
九
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
。
明
末
の
キ
リ
ス
ト
教
關
係
の
人
々
が
、
『
唐

會
要
』
の
記
事
に
よ
つ
て
、
こ
の
碑
を
僞
造
し
た
な
ど
は
、
種
々
の
事
情
か
ら

推
し
て
、
到
底
想
像
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

（
三
）
景
教
碑
に
長
安
の
義
寧
坊
に
大
秦
寺
を
建
て
た
と
あ
る
が
、
こ
の
大
秦

寺
は
唐
の
玄
宗
の
開
元
中
（
西
暦
七
一
三
年
乃
至
七
四
一
年
）
に
、
韋
述
の
作

つ
た
『
兩
京
新
記
』
に
、
長
安
の
義
寧
坊
の
波
斯
胡
寺
と
記
載
さ
れ
て
あ
る
。

ネ
ス
ト
ル
教
の
寺
院
は
、
も
と
波
斯
寺
と
稱
せ
ら
れ
た
の
を
、
玄
宗
の
天
寶
四

載
（
西
暦
七
四
五
）
の
詔
で
、
爾
後
、
大
秦
寺
と
改
稱
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

建
中
二
年
（
西
暦
七
八
一
）
建
立
の
景
教
碑
に
い
ふ
義
寧
坊
の
大
秦
寺
と
は
、

即
ち
『
兩
京
新
記
』
の
義
寧
坊
の
波
斯
胡
寺
な
る
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。
こ
の

事
實
は
、
景
教
碑
の
當
時
の
眞
物
た
る
こ
と
を
支
持
す
べ
き
一
つ
の
證
據
と
思

ふ
。

（
四
）
景
教
碑
に
玄
宗
即
位
の
初
年
（
西
暦
七
一
三
）
の
ネ
ス
ト
ル
教
の
僧
の

及
烈
（G

abriel ?

）
の
記
事
が
あ
る
が
、
こ
の
及
烈
の
こ
と
は
、
『
册
府
元
龜
』

卷
五
百
四
十
六
に
も
記
載
さ
れ
て
居
る
。
兩
者
の
記
事
の
一
致
は
、
又
こ
の
碑

が
後
世
の
僞
造
に
あ
ら
ざ
る
、
一
證
據
に
資
す
る
こ
と
が
出
來
る
（29

）
。

（
五
）
景
教
碑
文
を
作
つ
た
大
秦
寺
の
僧
の
景
淨
の
こ
と
は
、
徳
宗
時
代
に
撰

述
さ
れ
た
『
貞
元
新
定
釋
教
目
録
』
卷
十
七
に
、
彌
尸
訶
教
を
唱
へ
た
景
淨
と

し
て
記
載
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
事
實
も
亦
、
景
教
碑
が
唐
時
代
の
眞
物
で
あ
る

べ
き
一
の
證
據
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
（30

）
。

（
六
）
こ
の
碑
に
刻
さ
れ
て
あ
る
シ
リ
ア
文
字
は
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ゲ
ロ
（Estr

angelo

）
と
い
ふ
、
當
時
の
ネ
ス
ト
ル
教
徒
の
慣
用
し
た
古
體
の
文
字
で
、
明

末
支
那
に
布
教
し
て
居
つ
た
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
派
の
宣
教
師
達
の
大
多
數
は
、
全

く
こ
の
文
字
に
關
す
る
智
識
を
も
た
な
か
つ
た
。
現
に
セ
メ
ド
の
如
き
も
、
デ

ィ
ア
ズ
の
如
き
も
、
之
を
讀
む
こ
と
は
勿
論
、
そ
の
シ
リ
ア
文
字
た
る
こ
と
す

ら
知
り
得
な
か
つ
た
。
セ
メ
ド
が
そ
の
後
ち
歐
洲
へ
の
歸
途
に
、
印
度
に
立
ち

寄
り
、
そ
の
地
に
滯
在
し
て
居
つ
た
博
識
の
同
志
に
質
し
て
、
始
め
て
シ
リ
ア

文
字
た
る
こ
と
を
知
つ
た
程
で
あ
る
。
始
め
て
こ
の
碑
の
シ
リ
ア
文
を
譯
出
し

た
人
は
、
上
述
の
ロ
ー
マ
の
キ
ル
ヘ
ル
ス
で
あ
る
が
、
今
日
か
ら
見
る
と
、
そ

の
譯
文
に
は
間
違
が
尠
く
な
い
。
現
代
の
シ
リ
ア
語
專
門
の
大
家
の
説
に
よ
る

と
、
キ
ル
ヘ
ル
ス
を
始
め
、
十
七
世
紀
頃
の
歐
洲
の
學
者
に
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ゲ

ロ
體
の
シ
リ
ア
文
を
完
全
に
譯
し
得
た
人
は
、
殆
ど
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
と
い

ふ
（31

）
。
さ
れ
ば
當
時
支
那
に
布
教
し
た
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
派
の
人
々
が
、
此

の
如
き
解
し
難
い
シ
リ
ア
文
を
勒
せ
る
、
景
教
碑
を
僞
造
し
得
る
筈
が
な
い
。

（
七
）
こ
の
碑
の
シ
リ
ア
文
に
、
唐
の
國
都
の
長
安
の
こ
と
を
、
ク
ム
ド
ン

（K
um

d
｛a

｝n

）
又
は
ク
ム
ダ
ン
（K

um
dan

）
と
記
し
て
あ
る
。
ク
ム
ダ
ン

と
は
、
唐
時
代
を
通
じ
て
、
東
ロ
ー
マ
人
や
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
が
、
長
安
を
呼

ん
だ
名
稱
で
あ
る
が
、
何
が
故
に
長
安
を
し
か
く
稱
し
た
か
の
十
分
な
る
解
釋

は
、
未
だ
學
界
に
發
表
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
私
は
ク
ム
ダ
ン
と
は
、
長
安
の
通
稱

9



た
る
京
城
の
音
譯
の
轉
訛
し
た
も
の
と
確
信
し
て
居
る
（32

）
。
そ
は
兔
に
角
、

明
末
支
那
に
布
教
し
て
居
つ
た
人
々
は
申
す
に
及
ば
ず
、
西
暦
十
七
世
紀
初
半

の
歐
洲
の
學
者
で
も
、
ク
ム
ダ
ン
の
長
安
た
る
こ
と
を
知
り
得
な
か
つ
た
筈
で

あ
る
。
そ
れ
に
拘
ら
ず
、
こ
の
碑
に
長
安
に
對
し
て
ク
ム
ダ
ン
の
名
稱
を
使
用

し
て
居
る
事
實
は
、
こ
の
碑
を
明
末
の
偽
作
と
す
る
疑
惑
を
、
一
掃
せ
し
む
べ

き
も
の
と
思
ふ
。

（
八
）
敦
煌
地
方
か
ら
發
掘
さ
れ
た
遺
書
の
中
か
ら
、
『
景
教
三
威
蒙
度
讚
』

や
『
一
神
論
』
の
如
き
、
唐
時
代
に
漢
譯
さ
れ
た
景
教
の
經
典
が
世
間
に
現
は

れ
て
來
た
（33

）
。
此
等
の
遺
書
は
、
景
教
が
唐
時
代
に
流
行
し
た
事
實
を
裏

書
し
、
併
せ
て
景
教
碑
の
眞
物
た
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

（
九
）
殊
に
そ
の
漢
譯
の
景
教
の
經
典
中
に
、
景
教
碑
に
見
え
る
阿
羅
本
や
景

淨
の
こ
と
を
記
載
し
て
あ
つ
て
（34

）
、
經
典
と
碑
文
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と

は
、
こ
の
碑
の
眞
物
た
る
こ
と
を
、
保
證
す
べ
き
鐵
案
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
か
く
て
西
暦
十
七
世
紀
の
半
頃
か
ら
十
八
世
紀
を
經
て
、
十
九
世
紀
の
半
過

ぎ
ま
で
、
約
二
百
餘
年
の
間
に
亙
つ
た
、
景
教
碑
に
關
す
る
疑
惑
の
暗
雲
が
次

第
に
晴
れ
て
、
最
近
五
六
十
年
來
、
か
か
る
懷
疑
的
學
者
が
殆
ど
跡
を
絶
つ
た
。

こ
れ
と
共
に
、
景
教
碑
の
保
護
保
存
と
い
ふ
問
題
が
、
次
第
に
擡
頭
し
て
來
た
。

已
に
西
暦
千
八
百
五
十
二
年
に
、
米
國
の
サ
リ
ス
ブ
リ
（Salisbury

）
教
授
は
、

「
西
安
の
ネ
ス
ト
ル
教
碑
の
眞
僞
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
一
論
文
を
公
に
し
て
、

そ
の
中
に
、
景
教
碑
が
明
末
清
初
の
際
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
に
よ
つ
て

歐
洲
に
紹
介
さ
れ
て
以
來
、
今
日
ま
で
二
百
年
の
間
、
一
人
も
親
し
く
こ
の
碑

を
覩
た
人
が
な
い
。
從
つ
て
こ
の
碑
は
目
下
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
か
は
勿
論

不
明
で
、
碑
が
果
し
て
今
日
に
現
存
す
る
や
否
や
す
ら
不
確
で
あ
る
。
今
日
の

急
務
は
、
中
立
公
平
の
人
を
派
し
て
、
親
し
く
西
安
に
往
き
て
、
こ
の
碑
の
存

否
と
眞
贋
と
を
檢
査
せ
し
む
る
に
在
る
。
こ
の
こ
と
の
實
行
さ
れ
る
迄
は
、
景

教
碑
の
眞
贋
に
關
す
る
絶
對
的
斷
案
は
下
し
難
い
と
述
べ
て
居
る
（35

）
。

　
サ
リ
ス
ブ
リ
教
授
の
主
張
は
、
ア
メ
リ
カ
東
洋
協
會
の
容
る
る
所
と
な
つ
た
。

千
八
百
五
十
二
年
十
月
に
、
同
協
會
は
次
の
如
き
決
議
を
し
た
（36

）
。

　
　
所
謂
西
安
府
の
景
教
碑
は
、
頗
る
有
益
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の

　
　
眞
僞
に
就
き
て
は
議
論
一
定
せ
ざ
る
故
、
且
つ
又
十
七
世
紀
の
後
半
以
來
、

　
　
一
個
の
歐
人
も
こ
の
碑
を
親
覩
せ
ざ
る
故
、
我
が
協
會
は
、
目
下
支
那
在

　
　
留
中
の
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
諸
君
が
、
適
當
と
信
ず
る
方
法
に
よ
つ
て
、
こ

　
　
の
古
碑
を
調
べ
、
そ
の
現
状
を
詳
に
し
、
新
に
そ
の
拓
本
を
と
り
、
之
を

　
　
學
界
に
寄
與
せ
ん
こ
と
を
熱
望
す
る
。

こ
の
決
議
書
は
在
支
那
の
米
國
各
宣
教
師
の
手
許
に
發
送
さ
れ
た
が
、
そ
の
實

行
は
可
な
り
困
難
で
あ
つ
た
。
康
煕
帝
の
末
期
か
ら
、
雍
正
帝
の
初
年
に
か
け

て
、
天
主
教
を
禁
制
し
て
以
來
、
宣
教
師
は
支
那
内
地
に
踏
み
入
る
こ
と
が
出

來
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
千
八
百
六
十
年
の
北
京
條
約
に
よ
つ
て
、

天
主
教
も
耶
蘇
教
も
、
布
教
を
許
可
せ
ら
れ
、
歐
米
人
の
内
地
旅
行
が
、
や
や

自
由
に
な
つ
て
か
ら
、
千
八
百
六
十
六
年
に
、
英
國
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
（W

illiam
son

）
と
リ
ー
ス
（Lees

）
の
二
人
が
西
安
に
出
掛
け
て
、
始
め
て
金
勝

寺
内
の
景
教
碑
を
探
望
し
た
。
當
時
の
實
況
は
彼
等
の
『
北
支
那
旅
行
』
中
に

載
せ
て
あ
る
。
兔
も
角
も
十
數
年
前
の
ア
メ
リ
カ
東
洋
協
會
の
決
議
の
主
意
は
、

こ
の
二
英
國
人
に
よ
つ
て
、
始
め
て
實
行
さ
れ
た
譯
で
あ
る
。

　
明
末
に
景
教
碑
が
發
掘
さ
れ
る
と
、
金
勝
寺
の
一
隅
に
移
さ
れ
、
碑
亭
の
中

に
安
置
さ
れ
た
が
、
碑
亭
は
何
時
と
な
く
廢
圯
し
た
。
咸
豐
九
年
（
西
暦
一
八

五
九
）
に
韓
泰
崋








と
い
ふ
者
が
、
訪
碑
の
機
會
に
、
重
ね
て
碑
亭
を
建
て
て
こ

の
碑
を
保
護
し
た
。
そ
の
七
年
後
に
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
等
の
來
觀
し
た
時
に

は
、
そ
の
碑
亭
が
依
然
儼
存
し
て
居
つ
た
と
い
ふ
（37

）
。
所
が
こ
の
時
代
か

ら
、
陝
西
・
甘
肅
に
か
け
て
、
十
年
に
亙
る
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
大
騷
亂
が
起

10大秦景教流行中國碑に就いて



つ
て
、
西
安
の
金
勝
寺
も
こ
の
時
燒
き
拂
は
れ
た
か
ら
、
碑
亭
も
恐
ら
く
同
樣

の
運
命
に
罹
つ
た
も
の
と
想
は
れ
る
。
兔
に
角
千
八
百
七
十
二
年
に
、
有
名
な

ド
イ
ツ
の
地
理
學
者
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
（R

ichthofen

）
が
、
金
勝
寺
の
景

教
碑
を
來
觀
し
た
時
に
は
、
已
に
碑
亭
の
跡
形
も
な
く
な
つ
て
居
つ
た
（38

）
。

要
す
る
に
千
八
百
七
十
年
前
後
か
ら
、
景
教
碑
は
瓦
礫
縱
横
の
間
に
、
風
雨
の

剥
蝕
に
放
任
す
る
と
い
ふ
有
樣
で
、
尠
か
ら
ず
心
あ
る
歐
米
人
を
憂
慮
せ
し
め

た
。
殊
に
英
國
で
は
、
こ
の
問
題
が
尤
も
憂
慮
せ
ら
れ
て
、
バ
ル
フ
ォ
ア
（B

alfour

）
や
ラ
ク
ー
ペ
リ
（Lacouperie

）
の
如
き
學
者
は
、
前
後
し
て
ロ
ン
ド

ン
の
『
タ
イ
ム
ス
』
紙
上
に
、
英
國
の
外
務
省
が
支
那
政
府
に
交
渉
し
て
、
こ

の
碑
を
英
國
博
物
館
に
引
き
取
る
べ
し
と
い
ふ
希
望
を
披
瀝
し
た
（39

）
。
中

に
も
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
（Stevenson

）
と
い
ふ
支
那
在
住
の
宣
教
師
は
、
實

地
に
就
き
て
景
教
碑
を
探
訪
し
た
後
ち
、
千
八
百
八
十
六
年
九
月
の
『
タ
イ
ム

ス
』
紙
上
に
、
大
略
左
の
如
き
手
嚴
し
い
書
を
寄
せ
て
居
る
（40

）
。

　
　
世
界
に
遍
ね
く
其
名
を
知
れ
た
景
教
碑
を
、
今
日
の
儘
に
、
自
然
の
破
壞

　
　
と
人
爲
の
毀
損
と
に
對
し
て
、
何
等
保
護
す
る
所
な
く
、
荒
蕪
の
間
に
暴

　
　
露
せ
し
め
て
置
く
こ
と
は
、
實
に
十
九
世
紀
の
大
恥
辱
と
い
は
ね
ば
な
ら

　
　
ぬ
。
吾
人
は
わ
が
當
局
者
が
、
然
る
べ
き
手
腕
家
を
派
遣
し
て
、
北
京
の

　
　
支
那
官
憲
に
説
き
、
こ
の
貴
重
な
る
古
碑
を
英
國
博
物
館
に
轉
交
し
て
、

　
　
安
全
な
る
保
護
を
講
ず
る
こ
と
に
同
意
せ
し
む
る
樣
盡
力
せ
ん
こ
と
を
、

　
　
衷
心
よ
り
希
望
す
る
。
若
し
こ
の
計
畫
が
實
行
し
難
い
な
ら
ば
、
在
北
京

　
　
の
外
交
團
諸
君
の
盡
力
に
よ
り
、
支
那
官
憲
に
勸
め
て
、
責
て
は
一
の
碑

　
　
亭
を
建
て
て
、
こ
の
碑
の
保
護
を
圖
る
樣
に
さ
せ
た
い
。
今
日
に
當
り
て

　
　
何
等
か
適
當
な
方
法
を
講
ぜ
な
け
れ
ば
、
こ
の
貴
重
な
る
景
教
碑
も
、
早

　
　
晩
廢
圯
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

　
多
分
こ
の
氣
運
に
刺
戟
さ
れ
て
、
支
那
在
住
の
英
國
人
を
中
心
と
し
て
上
海

に
組
織
さ
れ
た
、
皇
立
ア
ジ
ア
協
會
支
部
（C

hina B
ranch of R

oyal A
siatic 

Society

）
で
も
景
教
碑
保
護
を
決
議
し
、
且
つ
そ
の
具
體
的
運
動
に
着
手
し
、

千
八
百
九
十
年
の
二
月
に
、
そ
の
支
部
長
の
ヒ
ュ
ー
ス
（H

ughes

）
か
ら
、

北
京
の
外
國
公
使
團
の
主
席
の
ド
イ
ツ
公
使
ブ
ラ
ン
ド
（B

randt

）
宛
に
、
外

交
團
の
盡
力
に
よ
つ
て
、
景
教
碑
の
保
護
を
支
那
政
府
に
勸
告
せ
ん
こ
と
を
申

出
で
た
。
こ
の
申
出
で
は
快
諾
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
は
總
理
衙
門
に
も
、
ま
た
慶

親
王
以
下
の
軍
機
處
の
王
大
臣
に
も
、
ア
ジ
ア
協
會
支
部
の
希
望
を
傳
達
し
た

（41

）
。
そ
の
結
果
中
央
官
憲
か
ら
西
安
の
地
方
官
憲
に
命
令
し
て
、
完
全
な

碑
亭
一
宇
を
建
設
せ
し
む
る
こ
と
に
な
つ
た
。
碑
亭
の
建
設
費
と
し
て
銀
百
兩

支
出
さ
れ
た
と
い
ふ
が
、
例
の
支
那
官
場
特
有
の
中
飽
の
爲
、
千
八
百
九
十
一

年
に
出
來
上
つ
た
碑
亭
は
、
至
極
粗
末
な
建
物
で
、
一
年
程
の
間
に
風
に
吹
き

倒
さ
れ
て
、
景
教
碑
は
も
と
の
雨
曝
の
状
態
と
な
つ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
フ
ォ
ル

ケ
（Forke

）
教
授
が
、
そ
の
翌
年
の
五
、
六
月
の
交
に
、
西
安
に
出
掛
け
た

時
に
は
、
碑
亭
は
已
に
跡
形
も
な
か
つ
た
と
い
う
て
居
る
（42

）
。
か
く
て
景

教
碑
は
そ
の
後
十
五
、
六
年
に
し
て
、
私
が
景
教
碑
を
往
觀
し
た
頃
ま
で
、
依

然
同
一
の
状
態
に
在
つ
た
。

　
私
は
明
治
四
十
年
の
秋
に
、
宇
野
文
學
士
　
　
今
の
東
京
帝
國
大
學
教
授
文

學
博
士
宇
野
哲
人
君
　
　
と
同
伴
で
、
洛
關
の
遊
歴
を
試
み
る
こ
と
に
な
り
、

歳
の
九
月
三
日
に
北
京
を
出
發
し
、
長
驛
短
亭
の
間
に
半
個
月
を
過
ご
し
、
月

の
十
九
日
に
西
安
に
入
り
、
越
え
て
七
日
、
九
月
の
二
十
六
日
に
、
金
勝
寺
に

出
掛
け
て
景
教
碑
を
實
檢
し
た
。

　
金
勝
寺
は
西
安
の
西
郭
外
約
三
支
那
里
の
處
に
あ
る
。
寺
は
同
治
年
間
の
マ

ホ
メ
ッ
ト
教
徒
の
亂
に
、
兵
燹
に
罹
つ
て
、
今
は
實
に
荒
廢
を
極
め
て
居
る
。

併
し
境
内
は
流
石
に
廣
く
、
南
北
二
町
半
、
東
西
一
町
半
の
間
、
頽
墻
斷
續
と

い
ふ
有
樣
で
、
幾
分
往
昔
の
面
影
を
偲
ば
し
め
る
。
今
の
佛
殿
は
兵
燹
後
の
再

11



建
で
、
見
る
影
も
な
い
が
、
そ
の
後
庭
に
は
、
も
と
本
殿
の
在
つ
た
所
と
見
え
、

廢
磚
殘
甓
累
々
た
る
間
に
、
明
の
萬
暦
十
二
年
（
西
暦
一
五
八
四
）
に
建
て
た
、

精
巧
な
一
架
の
石
坊
が
遺
つ
て
、
祇
園
眞
境
と
題
し
て
あ
る
。
そ
の
前
面
に
明

の
成
化
・
嘉
靖
頃
の
碑
石
三
四
方
、
何
れ
も
寺
の
由
來
を
誌
し
た
も
の
が
あ
る
。

石
坊
の
後
す
な
は
ち
北
方
約
半
町
ば
か
り
に
、
隴
畝
の
間
に
五
方
の
石
碑
が
並

立
し
て
居
る
が
、
東
よ
り
第
二
番
目
が
い
は
ゆ
る
景
教
碑
で
あ
る
。
そ
の
他
は

大
抵
乾
隆
以
後
の
建
立
で
、
や
は
り
寺
の
由
來
を
誌
し
た
も
の
が
多
い
。
景
教

碑
に
は
碑
亭
が
な
い
。
自
然
人
爲
の
迫
害
に
對
し
て
、
全
然
無
坊
禦
で
あ
る
。

こ
の
碑
を
世
界
無
二
の
至
寶
と
尊
重
し
ゐ
る
歐
米
人
が
、
か
か
る
現
状
を
見
れ

ば
、
碑
の
將
來
に
就
い
て
心
を
傷
め
、
果
て
は
之
を
そ
の
本
國
に
移
し
て
保
護

を
加
へ
た
い
と
騷
ぐ
の
も
、
強
ち
無
理
で
な
い
と
思
は
れ
た
。

　
私
は
景
教
碑
探
望
の
翌
々
日
に
、
咸
陽
・
乾
州
・
醴
泉
方
面
に
、
約
一
週
間

程
旅
行
し
て
、
十
月
四
日
の
午
後
、
西
安
に
歸
着
す
る
時
、
西
郭
で
十
數
の
苦

力
が
、
一
大
龜
趺
を
城
内
に
運
び
行
く
の
に
出
遇
つ
た
。
歸
途
を
急
い
だ
故
、

別
に
問
ひ
質
し
も
せ
ず
、
そ
の
儘
寓
居
に
歸
着
し
た
。
所
が
そ
の
當
夜
西
安
在

住
の
日
本
教
習
の
話
に
、
近
頃
一
洋
人
が
、
金
勝
寺
内
の
景
教
碑
を
三
千
兩
に

買
收
し
て
、
之
を
ロ
ン
ド
ン
の
博
物
館
に
賣
り
込
む
計
畫
に
着
手
し
た
の
を
、

巡
撫
が
聞
き
知
つ
て
大
い
に
驚
き
、
俄
に
景
教
碑
を
碑
林
に
移
し
、
そ
の
拓
本

を
と
る
す
ら
、
官
憲
の
許
可
を
要
す
る
な
ど
、
警
戒
頗
る
嚴
重
を
加
へ
た
と
聞

い
て
、
途
中
で
目
撃
し
た
龜
趺
は
、
そ
の
古
さ
と
い
ひ
、
そ
の
大
き
さ
と
い
ひ
、

必
ず
金
勝
寺
の
景
教
碑
の
そ
れ
な
ら
ん
と
思
ひ
當
る
ま
ま
、
越
え
て
十
月
六
日

の
朝
、
碑
林
に
出
掛
け
て
調
査
す
る
と
、
果
し
て
事
實
で
、
景
教
碑
は
碑
林
中

に
据
ゑ
付
け
最
中
で
あ
つ
た
。
私
は
兔
に
角
千
年
來
の
所
在
地
で
あ
つ
た
、
西

安
と
景
教
碑
と
の
因
縁
の
ま
だ
銷
盡
せ
な
い
の
と
、
ま
た
景
教
碑
が
碑
林
に
移

さ
れ
て
、
支
那
官
憲
の
保
護
を
受
く
る
こ
と
に
な
つ
た
結
着
に
滿
足
し
て
歸
寓

し
た
。

　
私
は
十
月
九
日
に
西
安
を
出
發
し
て
歸
途
に
就
い
た
が
、
十
月
十
二
日
の
午

後
、
敷
水
鎭
附
近
で
、
道
の
彼
方
に
特
別
製
の
大
車
を
目
撃
し
た
。
※
車
的










に
問
ひ
質
す
と
、
何
で
も
洋
人
の
僞
造
し
た
石
碑
を
、
西
安
か
ら
鄭
州
ま
で
運

搬
す
る
所
で
、
そ
の
運
搬
を
引
き
受
け
た
の
が
、
彼
の
朋
友
で
あ
る
と
い
ふ
。

私
の
腦
裏
に
直
に
、
西
安
の
景
教
碑
と
關
係
あ
る
樣
な
疑
惑
が
浮
び
上
つ
た
。

果
し
て
然
り
と
せ
ば
、
此
の
如
き
石
碑
を
い
つ
の
間
に
模
造
し
た
か
、
又
そ
の

模
造
の
石
碑
は
、
如
何
な
る
程
度
ま
で
原
碑
に
似
寄
つ
て
居
る
か
と
、
種
々
好

奇
心
が
起
つ
た
け
れ
ど
も
、
生
憎
連
日
の
降
雨
で
、
淤
泥
膝
を
も
沒
し
、
そ
の

上
運
搬
の
石
碑
は
蓆
包
堅
固
で
、
實
物
を
驗
べ
る
こ
と
は
到
底
困
難
の
樣
に
見

受
け
た
か
ら
、
遺
憾
な
が
ら
割
愛
し
て
前
程
を
急
ぎ
、
鄭
州
で
宇
野
君
と
南
北

に
袂
を
わ
か
ち
、
私
は
十
月
の
二
十
八
日
に
北
京
に
歸
着
し
た
。

　
そ
の
翌
明
治
四
十
一
年
の
一
月
に
、
在
上
海
の
宇
野
君
か
ら
書
状
が
來
て
、

そ
の
中
に
『
漢
口
日
報
』
（H

ankou
D

aily
N

ew
s

）
に
據
る
と
、
西
安
の
景

教
碑
買
收
に
盡
力
し
た
洋
人
と
い
ふ
は
、D

anish
Journalist

と
稱
す
る
ホ
ル

ム
（Fritz

von
H

olm

）
其
人
で
あ
る
と
書
き
添
へ
て
あ
つ
た
。
私
達
が
西
安

旅
行
の
途
次
、
九
月
十
四
日
に
、
※

郷







縣
の
公
館
の
大
王
廟
に
投
宿
し
た
所

が
、
廟
主
の
曹
永
森
と
い
ふ
道
士
が
、
二
片
の
名
刺
を
見
せ
た
。
一
は
日
本
陸

軍
歩
兵
少
佐
日
野
強
と
あ
つ
た
。
即
ち
『
伊

犁

紀
行
』
の
著
者
で
あ
る
。
一
つ

は
大
丹
國
文
士
何
樂
模
と
あ
つ
た
。
こ
の
何
樂
模
が
、
疑
も
な
く
ホ
ル
ム
氏
で

あ
る
。
大
丹
國
文
士
と
は
、D

anish
Journalist

の
譯
、
何
樂
模
は
即
ちH

olm
の
譯
で
あ
る
。

　
さ
る
に
し
て
も
私
の
西
安
旅
行
は
、
景
教
碑
の
買
收
若
し
く
ば
模
造
の
爲
、

西
安
に
出
掛
け
た
ホ
ル
ム
氏
と
終
始
し
た
の
で
、
往
路
で
は
偶
然
そ
の
人
の
名

片
に
接
し
、
西
安
滯
在
中
は
そ
の
人
と
の
因
縁
深
い
景
教
碑
の
碑
林
移
轉
と
い

12大秦景教流行中國碑に就いて



ふ
、
こ
の
碑
に
と
つ
て
は
明
末
出
土
以
來
の
大
事
件
の
實
際
を
目
撃
し
、
歸
途

で
は
そ
の
人
の
模
造
碑
の
運
搬
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
に
邂
逅
し
、
今
日
は
又
そ
の

ホ
ル
ム
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
景
教
碑
の
模
型
の
披
露
に
、
紹
介
の
講
演
を
い
た

す
と
は
、
實
に
不
思
議
の
因
縁
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
さ
て
ホ
ル
ム
氏
の
景
教
碑
の
買
收
及
び
模
造
に
關
す
る
記
事
は
、
そ
の
後
ち

『
上
海
タ
イ
ム
ス
』
（Shanghai Tim

es

）
そ
の
他
に
も
掲
載
さ
れ
て
、
廣
く

内
外
の
注
意
を
惹
く
に
至
つ
た
が
、
こ
れ
と
同
時
に
、
在
留
外
人
の
間
に
、
碑

林
に
移
轉
さ
れ
た
、
景
教
碑
の
眞
僞
に
就
い
て
、
疑
惑
を
挾
む
者
が
出
來
た
。

ホ
ル
ム
氏
が
態
〻
歐
洲
三
界
か
ら
出
掛
け
て
、
幾
多
の
金
錢
と
勞
力
と
を
費
し

な
が
ら
、
單
な
る
模
造
碑
（R

eplica

）
の
み
に
滿
足
し
て
歸
る
筈
が
な
い
。

黄
白
に
目
の
な
い
支
那
官
吏
を
買
收
す
る
の
は
容
易
の
業
で
あ
る
。
碑
林
に
移

さ
れ
た
の
が R

eplica 

で
、
ホ
ル
ム
氏
の
持
ち
出
し
た
の
が
原
碑
に
相
違
な
い

と
主
張
す
る
者
が
尠
く
な
い
。

　
か
か
る
風
説
の
高
ま
る
に
從
ひ
、
支
那
官
憲
も
大
分
心
配
し
出
し
た
。
漢
口

の
税
關
に
そ
の
差
押
へ
を
命
じ
た
と
か
、
調
査
の
爲
に
官
吏
を
派
遣
し
た
と
か
、

蜚
語
紛
々
と
い
ふ
有
樣
を
呈
し
た
。
支
那
の
學
者
達
も
不
安
を
感
じ
た
と
見
え
、

學
部
の
陳
毅
君
な
ど
は
、
態
〻
私
の
寓
居
に
駕
を
枉
げ
て
、
私
の
意
見
を
徴
さ

れ
た
。
幾
多
の
在
留
日
本
人
か
ら
も
、
同
樣
の
質
問
を
受
け
た
。
さ
れ
ど
私
は

之
に
對
し
て
、
何
等
の
決
答
を
與
へ
難
い
。
實
を
い
ふ
と
、
西
安
旅
行
の
當
時
、

私
は
後
日
か
か
る
重
大
な
問
題
が
發
生
す
べ
し
と
は
豫
期
せ
な
か
つ
た
。
碑
林

に
移
轉
さ
れ
た
景
教
碑
は
實
見
し
た
け
れ
ど
、
か
か
る
疑
問
に
答
へ
得
る
程
注

意
し
て
檢
査
せ
な
か
つ
た
。
ホ
ル
ム
氏
の
持
ち
出
し
た
石
碑
に
は
出
遇
つ
た
け

れ
ど
、
そ
の
實
物
は
親
覩
せ
な
か
つ
た
。
口
で
は
碑
林
の
原
物
た
る
べ
き
を
唱

へ
つ
つ
、
心
で
は
そ
の
反
對
説
を
排
す
る
だ
け
の
、
積
極
的
確
信
を
缺
い
て
居

つ
た
。

　
私
は
明
治
四
十
二
年
の
春
に
歸
朝
し
て
、
京
都
帝
國
大
學
に
奉
職
す
る
こ
と

と
な
り
、
同
年
の
秋
に
同
僚
の
上
田
教
授
と
同
伴
で
、
丸
善
の
支
店
に
出
掛
け

た
所
が
、
新
着
の
ホ
ル
ム
氏
の
『
ネ
ス
ト
ル
教
碑
』
と
い
ふ
一
小
册
が
あ
つ
た

（43

）
。
片
々
た
る
小
著
で
は
あ
る
が
、
ホ
ル
ム
氏
自
身
の
關
係
し
た
景
教
碑

事
件
の
顛
末
を
書
い
て
あ
る
か
ら
、
私
に
と
つ
て
中
々
棄
て
難
い
。
殊
に
こ
の

書
に
よ
つ
て
、
ホ
ル
ム
氏
の
持
ち
出
し
た
の
は
模
造
碑
で
あ
る
事
實
を
確
め
得

て
、
二
年
來
の
景
教
碑
に
關
す
る
疑
團
も
始
め
て
氷
解
し
た
。

　
こ
の
ホ
ル
ム
氏
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
で
、
千
八
百
八
十
一
年
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
（C

openhagen

）
で
生
れ
た
。
父
は
外
交
官
で
あ
つ
た
關
係
も
あ
ら
う
が
、

彼
は
早
く
海
外
生
活
を
營
み
、
義
和
團
の
亂
の
直
後
に
、
支
那
や
日
本
で
新
聞

記
者
と
な
つ
た
。
日
本
で
は
横
濱
の Japan D

aily A
dvertiser 

に
勤
務
し
て
居

つ
た
と
い
ふ
。
千
九
百
五
年
に
歐
洲
に
歸
つ
て
、
暫
く
ロ
ン
ド
ン
で
記
者
生
活

を
續
け
た
が
、
千
九
百
七
年
（
明
治
四
〇
）
の
一
月
に
、
支
那
に
出
掛
け
て
景

教
碑
を
買
收
す
る
か
、
若
く
ば
そ
の
原
碑
を
模
造
す
る
計
畫
を
建
て
た
。
か
く

て
彼
は
米
國
を
經
て
支
那
に
渡
り
、
そ
の
年
の
五
月
二
日
に
天
津
を
發
し
、
同

月
三
十
日
に
西
安
に
到
着
し
た
。
六
月
の
十
日
に
彼
は
始
め
て
金
勝
寺
を
訪
ひ
、

景
教
碑
を
親
閲
し
、
原
碑
の
買
收
に
盡
力
し
た
が
、
到
底
成
功
覺
束
な
し
と
見

て
、
更
に
そ
の
模
造
に
取
り
掛
つ
た
。
彼
は
石
匠
を
招
い
て
、
原
碑
と
同
大
同

質
同
量
の
模
造
碑
の
製
作
を
請
負
は
せ
た
。
石
匠
は
西
安
の
北
九
十
支
那
里
の

富
平
縣
か
ら
、
同
質
の
石
材
を
切
り
出
し
て
西
安
に
運
び
、
金
勝
寺
の
境
内
で
、

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
模
造
碑
の
製
作
に
從
事
し
た
。
仕
上
つ
た
模
造
碑

と
原
碑
と
は
、
一
見
し
て
は
區
別
つ
か
ぬ
程
の
出
來
榮
え
で
あ
る
と
、
ホ
ル
ム

氏
は
自
慢
し
て
居
る
。

　
ホ
ル
ム
氏
は
十
月
三
日
に
こ
の
模
造
碑
を
西
安
か
ら
搬
出
す
る
豫
定
で
、
そ

の
前
日
の
十
月
二
日
に
、
準
備
の
爲
め
金
勝
寺
に
出
掛
け
る
と
、
境
内
が
何
時

13



に
な
く
騷
々
し
い
。
何
事
か
と
聞
き
質
す
と
、
こ
の
日
意
外
に
も
、
景
教
碑
は

官
命
で
碑
林
に
移
轉
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
碑
石
は
す
で
に
持
ち
出
さ
れ
て
居

つ
た
と
い
ふ
。
景
教
碑
の
移
轉
は
、
十
月
の
二
日
か
ら
四
日
ま
で
、
前
後
三
日

間
に
跨
つ
た
と
見
え
る
。
私
が
渭
北
踏
査
の
歸
途
に
、
龜
趺
の
運
搬
さ
れ
る
の

を
目
撃
し
た
の
は
、
こ
の
最
終
日
の
出
來
事
で
あ
る
。
兔
に
角
私
と
ホ
ル
ム
氏

と
は
、
外
國
人
に
し
て
、
金
勝
寺
に
安
置
さ
れ
た
景
教
碑
の
實
見
者
と
し
て
、

最
後
の
も
の
で
あ
り
、
又
碑
林
に
移
轉
さ
れ
た
景
教
碑
の
實
見
者
と
し
て
、
最

初
の
人
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
年
の
夏
、
私
よ
り
一
二
月
前
に
、
フ
ラ
ン
ス

の
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
（C

havannes
）
教
授
や
、
ロ
シ
ア
の
ア
レ
キ
シ
ェ
ー
フ

（A
lexieff

）
教
授
が
、
西
安
を
探
訪
し
た
筈
だ
が
、
不
幸
に
し
て
景
教
碑
の

移
轉
と
い
ふ
大
事
件
に
遭
遇
し
得
な
か
つ
た
譯
で
あ
る
（44

）
。

　
ホ
ル
ム
氏
は
十
月
三
日
に
、
重
量
二
噸



の
模
造
碑
を
特
別
製
の
馬
車
に
載
せ

て
、
金
勝
寺
か
ら
鄭
州
へ
送
り
出
し
た
。
ホ
ル
ム
氏
自
身
は
三
日
後
く
れ
て
、

十
月
六
日
に
西
安
を
出
發
し
、
模
造
碑
を
追
う
て
鄭
州
に
向
つ
た
。
私
は
ホ
ル

ム
氏
よ
り
更
に
三
日
後
く
れ
て
、
十
月
九
日
に
西
安
を
出
發
し
て
、
同
氏
の
後

を
鄭
州
に
向
つ
た
次
第
で
あ
る
。
模
造
碑
は
鄭
州
か
ら
京
漢
鐵
道
で
漢
口
ま
で

運
び
去
ら
れ
た
が
、
漢
口
の
税
關
で
差
押
へ
ら
れ
た
。
ホ
ル
ム
氏
自
身
北
京
に

出
掛
け
、
總
税
務
司
の
ハ
ー
ト
（R

obertH
art

赫
徳
）
氏
に
談
判
し
て
、
差
押

へ
を
解
除
し
て
貰
ひ
、
漢
口
か
ら
上
海
へ
、
上
海
か
ら
米
國
に
送
り
、
千
九
百

八
年
（
明
治
四
十
一
）
六
月
か
ら
、
こ
の
模
造
碑
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
藝
術
博

物
館
（M

etropolitan
M

useum
ofA

rt

）
に
附
託
品
と
し
て
陳
列
さ
れ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
陳
列
さ
れ
る
こ
と
滿
八
年
に
し
て
、
千
九
百
十
六
年
（
大
正
五
）

に
、
然
る
べ
き
買
手
が
出
來
、
こ
の
模
造
碑
を
ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十

五
世
（B

enedictX
V

）
の
手
許
に
獻
送
す
る
こ
と
に
な
つ
た
（45

）
。
ホ
ル

ム
氏
自
身
こ
の
碑
を
護
送
し
て
ロ
ー
マ
に
往
き
、
獻
上
の
手
續
を
果
し
た
。
か

く
て
千
九
百
十
七
年
（
大
正
六
）
以
後
、
こ
の
模
造
碑
は
ロ
ー
マ
教
皇
廰
所
屬

の
博
物
館Lateran

Palace

に
安
置
さ
れ
て
居
る
。
約
三
十
年
前
か
ら
唱
へ
出

さ
れ
た
、
景
教
碑
を
英
國
博
物
館
に
移
す
べ
し
と
い
ふ
議
論
は
、
遂
に
そ
の
模

造
碑
を
ロ
ー
マ
の
博
物
館
に
藏
す
る
と
い
ふ
結
果
を
生
ん
だ
。

　
こ
の
模
造
碑
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
博
物
館
に
附
託
さ
れ
て
居
る
時
か
ら
、
ホ

ル
ム
氏
は
、
そ
の
同
大
の
石
膏
模
型
を
、
各
國
の
大
學
や
博
物
館
へ
、
希
望
に

應
じ
て
｛
實
費
で
？
｝
配
附
し
た
が
、
今
日
ま
で
に
そ
の
配
附
を
受
け
た
國
は

十
三
國
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
歐
洲
で
は
英
國
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ー
、

ス
ペ
イ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ア
、
ト
ル
コ
等
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
で
は
我

が
京
都
帝
國
大
學
と
印
度
の
カ
ル
カ
ッ
タ
（C

alcutta

）
に
在
る
博
物
館
（Indi

an
M

useum

）
と
で
あ
る
。
こ
の
模
型
は
臺
石
に
當
る
龜
趺
を
缺
く
が
、
そ
の

他
は
す
べ
て
原
碑
を
髣
髴
せ
し
む
る
に
足
る
と
思
ふ
。

　
序
に
申
添
へ
る
が
、
我
が
帝
國
大
學
所
藏
の
こ
の
模
型
の
外
に
、
高
野
山
の

奧
院
に
も
景
教
碑
の
模
造
碑
が
あ
る
。
こ
は
千
九
百
十
一
年
（
明
治
四
十
四
）

九
月
二
十
一
日
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
で
佛
教
研
究
者
で
あ
る
、
ゴ
ル
ド
ン

（G
ordon

）
夫
人
の
出
資
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
た
と
い
ふ
（46

）
。
多
分
景

教
碑
文
の
撰
者
た
る
景
淨
は
、
曾
て
弘
法
大
師
の
師
匠
の
般
若
三
藏
を
助
け
て
、

密
教
の
飜
經
に
從
事
し
た
と
い
ふ
縁
故
か
ら
、
こ
の
模
造
碑
を
我
が
國
の
密
教

の
靈
場
た
る
高
野
山
に
建
設
し
た
も
の
と
想
ふ
。
但
こ
の
模
造
碑
は
、
原
碑
と

餘
り
似
寄
つ
て
居
ら
ぬ
の
が
遺
憾
で
あ
る
。
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